
箕　面　市
箕面市地域公共交通活性化協議会

箕面市地域公共交通計画（素案）の
方向性について

１．計画の概要と目的
２．市（地域）の現状
３．地域公共交通の現状と課題
４．ＯＤ調査、各種アンケート調査の分析結果
５．バス路線再編案

資料６（別冊）
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１．計画の概要と目的
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公共交通を取り巻く現状

（千件）

（千人）
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・従来の公共交通サービスに加え、地域の多様な輸送資源（自家用有償旅客運送、福祉輸送、スクールバス等
　を位置付け、地域の移動ニーズにきめ細やかに対応
・定量的な目標（利用者数、収支等）の設定、毎年度の評価等により、データに基づくPDCAを強化

地域公共交通計画とは

　地域公共交通の維持・改善を単に交通分野の課題解決としてではなく、まちづくりと一体となった地域戦略の一環として
取り組む方向性を提示　  交通政策基本法の理念に則り、
　　

※国交省「持続可能な運送サービスの提供の確保に資する取組を推進するための地域公共交通の活性化及び

　再生に関する法律等の一部を改正する法律概要」から抜粋

地域公共交通計画は、

都市計画や が
とれたものである必要があります。
（法§5⑤、基本方針二２）

法改正により今後は、

地域公共交通計画を策定する際は、既存の
総合都市交通戦略を統合することができます。 4



箕面市における計画策定の目的と概要

〔必須事項〕
・地域公共交通の活性化及び再生の推進に関する基本的
　な方針
・計画の区域
・計画の目標
・目標を達成するために行う事業・実施主体
・計画の達成状況の評価に関する事項
・計画期間
・その他計画の実施に関し必要と認める事項

〔記載に努める事項〕
・目標を達成するために行う事業に必要な資金の確保に
　関する事項
・都市機能の増進に必要な施設の立地の適正化に関する

　施策との連携に関する事項
・観光の振興に関する施策との連携に関する事項
・その他地域旅客運送サービスの持続可能な提供の確保
　に際し配慮すべき事項

　地域公共交通計画には、法に基づき概ね以下の事
項を記載することとされています。

　北大阪急行線の延伸に合わせた市内バス路線の再編
を契機に市内の公共交通のあり方を見直すことにより、
多様な輸送資源の最大活用と、持続可能な地域旅客運
送サービスの確保を目的とします。
　また、既存の箕面市立地適正化計画に定められた居

住や生活サービス施設の誘導によるコンパクトなまち
づくりと地域公共交通再編との連携により、「ネット
ワーク・インナー・コンパクトシティ」のまちづくり
を進めます。

・この計画は箕面市全域を対象とします。
・計画の始期は令和４年４月頃とし、終期は、令和9
　年3月頃とします（計画期間については、手続きの
　進捗により変更になる場合があります）。
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関連計画との関連性

箕面市都市計画マスタープラン
【平成8年（1996年）8月】

箕面市地域公共交通総合連携計画
【平成22年（2010年）3月】

箕面市総合都市交通戦略
【平成24年（2012年）3月】

箕面市立地適正化計画
【平成28年（2016年）2月】

統合
・

発展

整合
・

調和
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計画策定に向けた検討体制

　
　・まちづくり
　・福祉　・教育

　・商工　・観光　　など

関連部局
検討結果の報告　

計画案の提出　

専門的な調査や
検討を指示　

路線バス網再編検討分科会
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計画策定までのスケジュール

1月 4月 7月 10月

パブコメ パブコメ

説明会 説明会

分科会

協議会

（全７回開催）

分科会

（２回開催予定）

方向性案審議 素案審議

最終
とりまとめ

中間
とりまとめ

協議会

大臣送付
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２．市（地域）の現状
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将来の人口推移の見通し

※人口推計Ⅱは、人口推計Ⅰに北大阪急行線の延伸効果を加味した人口推計、将来展望は、子育て支援策のさらなる充実
　による移住・定住促進の効果を加味した人口推計です。
※H22年、H27年、R2年は実績。R7年以降は推計

【参照：箕面市まち・ひと・しごと創生総合戦略】

143,343 142,509 
139,942 

136,181 
132,516 

129,078 
125,133 

120,304 

143,751 
143,330 141,178 

137,827 

134,152 
130,683 

126,694 

121,813 

145,516 145,781 146,385 145,493 
144,522 

141,321 

136,997 

128,902 

135,063 
138,373 

100,000 

110,000 

120,000 

130,000 

140,000 

150,000 

160,000 

H22 H27 R2 R7 R12 R17 R22 R27 R32 R37 R42

人口推計Ⅰ 人口推計Ⅱ 将来展望 人口実績

（人）

（年）

人口実績

11

市街地の概況
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居住誘導区域の設定状況
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都市機能誘導区域の設定状況
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３．地域公共交通の現状と課題
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約9%減少
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公共交通の現状と課題②　路線バスのルート

居住誘導区域

半径500m圏域

※基幹バス停は、ピーク時
　片道3本/時以上と設定

＊系統数　30系統
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課題解決に向けたこれまでの取り組み

（H22.3策定）

（H24.3策定）
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　公共施設巡回福祉バス（Ｍバス）に代わって、
新たに市内を循環するバスを実証運行させ、路
線バスとの連携や役割分担を行う。

　実証運行の期間は３ヵ年とし、期間中は年度
ごとに運行実績の評価を行い、評価基準に基づ
いて改善（見直し）を行う。そして、実証運行
の結果を踏まえて、将来的な本格運行を目指す。

　箕面市全体の公共交通サービスを維持・向上
するという視点から、サービスの共通化・共同
実施、役割分担、課題の解決に向けた取り組み
の実施等について路線バスとの連携を図り、共
存共栄できる関係を構築する。
　・バス停、パスカードの共通化
　・乗り継ぎ割引の導入
　・競合路線におけるダイヤ調整　等

　箕面市民が市内の移動に留まらず、広域の移
動においても、積極的に公共交通によって移動
することを促進するとともに、市外からの来訪
者に対する公共交通サービスの向上ならびに利
用を促進するために、他のモード（鉄道）との
連携を図る。
　・交通案内所の設置
　・イベント・キャンペーンの共同開催

　・主要なバス停でベンチ・上屋の設置
　・車両のラッピング
　・バスロケーションシステムの導入　等

　・バスマップの作成配布
　・情報誌とのタイアップ
　・エコショッピング制度の導入　等

箕面市地域公共交通総合連携計画の概要
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リーディングプログラムとして北大阪急行線の延伸
を進める。 

鉄軌道の整備効果を面的に波及させるため、バス路
線網の整備を進める。 

新駅へのアクセス性の向上を目的とした新駅周
辺の道路整備及び交差点改良を推進する 

バスレーンや自転車走行空間の整備を進める 

箕面市総合都市交通戦略の概要
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北大阪急行線延伸事業の状況

【出典：きたきた通信 No.22】
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※歩行速度3.6km/h、自転車速度10.5km/hで計算

（国土交通省費用便益分析マニュアルによる）

北大阪急行線延伸事業による利便性の向上①

【出典：きたきた通信 No.22】
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北大阪急行線延伸事業による利便性の向上②
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【路線バス網再編検討分科会における検証結果】 23

４．ＯＤ調査、各種アンケート調査の
　　分析結果
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ＯＤ調査の概要

・ＯＤ調査とは、 Origin（起点）からDestination（終点）に向けた交通量を計測する調査のことである。これらを集計解
　析することにより、交通の地域間流動、時間分布等を把握することができる。

・平成27年10月～12月の11日間
　※系統・ダイヤによって調査日が異なる。

・実施主体は、阪急バス株式会社
・調査対象は、阪急バス株式会社が運行する路線バスの利用者

・性別
・年齢
・乗車目的
・乗車バス停、降車バス停
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ＯＤ調査結果（現状の利用状況）の分析
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バス利用者へのアンケート調査の概要

・路線バス利用者の利用状況や北大阪急行線延伸に伴うバス路線再編後の利用意向を把握するなど、バス路線再編の検討を
　進める上での基礎資料とすることを目的として実施した。

・アンケート調査票は、無記名方式で、手渡し配布・郵送回収を行った。
・アンケート配布件数は、11,512件あり、有効回答数は3,141件（27.3％）であった。

・調査期間は、平成29年2月21日（火）配布、同年3月6日（月）までの回収とした。
・調査対象は、阪急箕面駅・石橋駅・北千里駅、北大阪急行線千里中央駅からの路線バス利用者

・回答者属性（性別・年代・住所・職業・最寄りバス停までの距離）
・調査票を受け取ったときの移動について
・普段の路線バスの利用などについて
・北大阪急行線延伸後の移動について
・路線バス（阪急バス）を再編することについて
・路線バスをよくするためのアイディア
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バス利用者へのアンケート調査結果の分析①
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74.1%

67.7%

83.8%

62.7%

81.1%

78.0%
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29.0%

12.4%

31.7%

16.6%
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石橋

箕面
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箕面萱野駅 箕面船場阪大前駅 不明・無回答

バス利用者へのアンケート調査結果の分析②

現在の利用駅
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市民へのアンケート調査の概要

・市民のバスの利用状況や北大阪急行線延伸に伴うバス路線再編後の利用意向を把握するなど、バス路線再編の検討を進め
　る上での基礎資料とすることを目的として実施した。

・アンケート調査票は、無記名方式で、郵送配布・郵送回収を行った。
・アンケート配布件数は、5,000件あり、有効回答数は2,858件（57.2％）であった。

・調査期間は、平成29年2月21日（火）～3月6日（月）とした。
・調査対象は、箕面市在住の16歳以上（平成29年１月１日現在）の男女5,000人で、住民基本台帳から無作為抽出により
　対象者を選出した。

・回答者属性（性別、年代、住所、職業、最寄りバス停までの距離）
・普段の外出について（通勤・通学，業務上の移動，日常の買い物，娯楽，通院等）
・北大阪急行線延伸後の移動について
・現在の路線バスの満足度について
・路線バス（阪急バス）を再編することについて

・箕面市の公共交通をよくするためのアイディア（自由記述）
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市民アンケート調査結果の分析
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北部

東部

中部

西部

全体

箕面萱野駅 箕面船場阪大前駅 千里中央駅 箕面駅

牧落駅 桜井駅 石橋駅 北千里駅

彩都西駅 豊川駅 その他 不明・無回答

地域

※最も必要な行き先は２選択制であるため、割合の合計を200％として集計している。
31

５．バス路線再編案

留意点②　パブリックコメントを経てルート案を確定させた後に、サービスレベルについての検討を行う。

【バス路線再編にあたっての留意点】

留意点③　バス路線再編の運行開始後も利用実態に応じて、運行内容を見直す可能性がある。

留意点④　一部路線については、バス路線再編にあわせて一定期間の社会実験を実施したうえで、社会実験
　　　　　期間中の利用実態に応じて路線の存廃や路線のあり方を検討する。　

留意点①　次ページ以降の図では、各路線の代表的なルートのみを表示しており、実際の運行ルートとは異
　　　　　なる場合がある。
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箕面市内の現行バス路線図
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現行路線からルートが箕面萱野駅止まりとなる路線
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バス路線再編にあたり、
廃止となる区間

　如意谷線は、バス路線再編にあわせて一定期間の社会実験を実
施し、社会実験期間中の利用実態に応じて路線の存廃や路線のあ
り方を検討します。
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現行路線から一部ルートを他路線で代替して運行する路線

：箕面山麓線

：彩都線

：北大阪ネオポリス線

：（仮）粟生・萱野線

再編後…
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バス路線再編にあたり、
廃止となる区間
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　箕面中央線の箕面萱野駅行は、バス路線再編にあわせて一定期間
の社会実験を実施し、社会実験期間中の利用実態に応じて路線の存
廃や路線のあり方を検討します。
　なお、当該路線の社会実験の実施にあたっては、市の費用負担が
必要となります。
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：（仮）箕面小野原線
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現行路線からルートを新設する路線

　（仮）箕面小野原線は、千里中央駅行・箕面萱野駅行とも
に、バス路線再編にあわせて一定期間の社会実験を実施し、
社会実験期間中の利用実態に応じて路線の存廃や路線のあり
方を検討します。

　箕面萱野駅行の社会実験の実施にあたっては、市
の費用負担が必要となります。
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箕面市内のバス路線再編図（案）

：箕面中央線

：白島線

：如意谷線

：箕面森町線

：北大阪ネオポリス線

：彩都線

：粟生団地線

：小野原東線

：石橋線

：豊中市内線

：阪北線

：（仮）粟生・萱野線

：（仮）箕面小野原線
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　箕面中央線及び（仮）箕面小野原線の箕面萱野駅行の社会実験の実
施にあたっては、市の費用負担が必要となります。

　如意谷線は、一定期間
の社会実験を実施します。

　（仮）箕面小野原線
は、一定期間の社会実
験を実施します。
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